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  第５回の「太極舞」、８月に続きバランスについて山 
崎講師は話され、「両眼と鼻先(?)の３点で遠くを見て、 
足を上げる動作は主役ではなく、身体を支える立足が主 
役」…との事。視線・体重を立足に意識すると、ふらつ 
きは不思議と無くなった。前段では市健康支援係の小山 
さんから、高血圧と塩分の関係について受講しました。 
 
 

 

今年度（６月・７月・９月）の地域づくり推進委全体によるダム
環境整備作業（ダム湖周・親水公園・その里ホール）が終了しまし
た。２班に分かれて作業を行いましたが、猛暑の今年は、除草・枝

切り・トイレ清掃等で大変ご苦労されました。お疲れ様でした。 

女性の会は、大町市の”サントリー天然水北アルプ
ス信濃の森工場”を見学しました。雨水が北アルプス
の土壌に浸み込み、20 年をかけてミネラル・養分を受
け取り、工場で地下から汲み上げ、ろ過・殺菌等他の
様々なチェックを受け、ボトリング・出荷までの工程を
見学し、改めて「水」「大自然」のありがたみを実感！ 

  新型コロナや台風のため中止となっていた『ふれあいまつり』は６年ぶりに豊小体育館で開催され、子供たちや 
一般を対象とした各種イベントに約 260 名が参加しました。アメ類サービス・測定はとうしで、他各種イベント 
は時間を区切って行われ、また地元の農産物・花苗・須坂銘菓等が販売され、会場は老若男女で大賑わいでした。 
 
 

 

 

 

 

  

 

                         

 

 

 

 

【豊丘地域の人口】 

 合 計 １,７３３人（-6） 

） 

男 性    ８６９人

女 性    ８６４人 

 世  帯  ７７８戸（-5） 

令和６年９月１日現在（前月差異） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          人権啓発ビデオ「 
         認知症と向き合う」 
         を視聴し、人権交流 
          センター畠山館長が 
                  解説しました。誰も 

がなりうる病気で、 
早期発見・治療によ 
り進行を止めておく 

事も。認知症の方への対応は①驚かせない②急がせない 
③自尊心を傷つけない…事が大事。一人・家族で抱え込
まず相談を《地域包括支援センター：026-245-4566》 
豊小の山田教諭からは、児童らの仲良しの様子を紹介。 

  

  分館連絡協主催のパラ競技のボッチャ体験会が、社協 
職員指導の下に開催され 37 名が参加しました。「奥が 
深く、誰でも楽しめる競技・引き込まれた」…との感想。 

午前８時 30分～正午頃 

（8 時より豊丘地域公民館にて受付） 

【場  所】豊丘地区「坊平」 (破風・五味池高原線) 

【内 容】「坊平」の寺跡探索（公用車・徒歩） 

【講 師】小林 道男さん（園里郷土資料保存の会） 

【定 員】18 名（要申込；受付期間 10/7～/24） 

   （定員を超えても参加できますが、マイカー

での参加となります） 

【参加費】お 1人 50円（当日集金：保険代込） 

【持ち物】雨具、飲料等、山歩きのできる服装 

 11 月 22 日から、須坂ほか県内各地で先行上映し、来年 1 月から全国公開予定。 

⇐※ オルガンを使って作曲をするシーンの中山 晋平役の中村 橋之助さん 
※  

 

 

 

 

 

 

 

【 お申込み・お問い合わせ】：豊丘地域公民館 ☎０２６－２４５－９７６８  

 豊丘の民話が 16 編の切絵紙芝居になっていますが、その内の 5 話に

『坊平』の寺（聖大寺:しょうだいじ）が登場します。豊丘民話のルーツ！ 

 

【離山伝説】他 【礎石発掘調査】 【寺跡礎石配置概図】 


